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1 は じ め に

水稲品種「初星」は,福島県では1984年に奨励品種に採

用された。収量水準が高く,食味も良いことから,1988年
には,作付面積が 2万ルに急増した。しかし,1%4年には
心自粒,1986年に乳自粒 ,1987年には乳自粒と腹自粒が発

生し,こ れらの未熟粒の発生による品質低下が問題となっ

た。本試験では,乳自粒,腹白粒の発生に及ぼす施肥体系
の影響について検討した。

2試 験 方 法

は)試験場所 :福島県農業試験場相馬支場
12)供試品種 :初星

13)移植月日 :1986年 5月 10日 ,1987年 5月 12日

に)移植様式 :稚苗,機械移植,栽植密度30m X14卸
15)施肥量 (ん,/a):Nは 試験区の構成 (表 1)参照。

P205,K20は 各 1スタ施用。
(61 試験区の構成 :表 1に示す。

表 1 試験区の構成

17)乳白・腹自粒の調査 :坪刈りの粗玄米からサンプル

500粒又は200夕 を取って調べた。発生部位については ,

圃場より3株を抜き取り,その全穂について調査した。

3試 験 結 果

(D 穂肥の施用時期の影響

1987年の結果を図 1に示した。出穂前15日の穂肥施用し

た区は,出穂前25日穂肥施用の区に比べ,施用量の多少に

かかわらず,著 しく腹自粒を増加させた。一方,乳自粒発

生に及ぼす影響は判然としなかった。

12)穂肥の施用量の影響

穂肥ι当り02カ,施用区に比べ,04″施用区では,乳
白・腹自粒が多く発生した (図 1)。 また,基肥の多量施

用 (`当 り08ルタ)によっても乳白粒が増える傾向がみら

れた (図 2)。

収ヨ筐(″ /α )632 677 604 618
等級     1  2  2  2

５

２

４

２

＆

２

２

２

20

18

発 16

生 14
12

粒 10

率  8
6

（％
）

基肥  o6 06
-25日 02 02
-20日  ―   ―
-15日 ― ― ― ―
-5日  - 02  - 02

06 06 06 06

02 02 04 04
- 02  - 02

“

“

一

“

■

一

図 1 施肥体系と乳白 腹白粒発生率 (1987年 )
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図2 施肥体系と乳白粒発生率 (1,86年 )
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区撻  施肥体系
発 生 粒 率 (%)

1  6-2-0-0-0

2  6-2-0-0-2

0  6-4-0-0-0

4  6-4-0-0-2

5  6-0-0-2-0

6  6-0-0-2-2

7  6-0-O-4-0

8  6-0-0-4-2

注 A:乳 白粒 B:腹白粒

表 2 枝梗別乳自 腹自粒発生率

0)実肥施用の影響
実肥施用によって増収したが,乳白・腹白粒の発生に及
ぼす影響は認められなかった (図 1)。

“

)乳自・腹白粒の発生部位
技梗別の発生率を表 2に ,粒厚別発生率を表 3に示した。
乳白粒は,二次枝梗に発生が多 く,更 に粒厚1 8HEか ら
20“
"の
範囲で発生率が高かった。また,こ の範囲の粒厚

では発生率の変動も大きかった。一方,腹自粒では一次・
二次枝梗の差は判然としなかった。粒厚では20m以上で
発生率が高く,乳自粒と同様発生率の変動も20鯉以上で

大きかった。発生率の変動幅は乳白粒よりも大きかった。

発 生 粒 率 (%)
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区撻  施肥体系

1  6-2-0-0-0

2  6-2-0-0-2

3  6-4-0-0-0

6-4-0-0-2 A
B

,  6-0-0-2-0

6  6-0-0-2-2

,  6-0-0-4-0

8  6-O-0-4-2

4 ま  と  め

(1)基肥の多量施用は乳自粒の発生を助長する。

12)出穂前15日の穂肥は,同 25日 に比べ,その施用量の多

少にかかわらず著しく腹自粒を増加させる。

3)施肥時期に関係なく,多量の穂肥施用は,乳自・腹自

粒を増加させる。

これらのことから,初星の品質向 しを図るためには,基
肥量を′当り06た夕程度とし,穂肥は出穂前25日 にa当 り

02ルタ施用する施肥体系が望ましいと考えられた。

表3 粒厚別乳自 腹白粒発生率

5,
14 ,

注 A:乳白粒 B:腹白li
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